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著作物 
編集著作物 
データベース 

第７回 

杉 山  務 

平成２７年１１月１７日 

編集著作物 

（編集著作物）  

12条1項 編集物（データベースに該当するものを除く。以下同じ。）で

その素材の選択又は配列によつて創作性を有するものは，
著作物として保護する 

２  前項の規定は，同項の編集物の部分を構成する著作物の著
作者の権利に影響を及ぼさない  

 

（データベースの著作物）  

12条の2 データベースでその情報の選択又は体系的な構
成によつて創作性を有するものは，著作物として保護する 

１２条 
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既存の著作物が素材（二次的著作物） 
 ・ 新聞 

 ・ 雑誌 

 ・ 詩集 

 

新規な著作物 

 ・ 職業別電話帳 

 ・ 列車時刻表 

 ・ 人名録 

 ・ 百科事典 

編集著作物 

編集著作物 

（編集著作物）  

12条1項 編集物（データベースに該当するものを除く。以下同じ。）でその素材の選択又は配列に
よつて創作性を有するものは，著作物として保護する。  

２  前項の規定は，同項の編集物の部分を構成する著作物の著作者の権利に影響を及ぼさ
ない。  

１２条 

編集著作物の特徴は 

① 素材の選択又は配列によって創作性を有
するもの 

② 素材を著作物に限定しない 

③ 素材の利用が適法であることを要しない  
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 高村光太郎以外の者が「智惠子抄」の編集に関与した事実があるとし
ても，格別の事情の存しない限り，光太郎自らもその編集に携わった事実
が推認される 

智恵子抄事件 最三050330 

 本件編集著作物である「智惠子抄」は，詩人で
ある高村光太郎が既に公表した自らの著作に係る詩
を始めとして，同人著作の詩，短歌及び散文を収録し
たものであって，その生存中，その承諾の下に出版さ
れたものであることは，原審の適法に確定した事実で
ある。 

 そうすると，仮に光太郎以外の者が「智惠子抄」の
編集に関与した事実があるとしても，格別の事情の存
しない限り，光太郎自らもその編集に携わった事実が
推認されるものであり，したがって，その編集著作権
が，光太郎以外の編集に関与した者に帰属するのは

，極めて限られた場合にしか想定されないというべ
きである。 

智恵子抄 [Kindle版]   

高村 光太郎 (著) 

Kindle 価格:  ￥ 0  

 「薬剤」選択の創作性等編者の個性が表れていると認めることができる
場合があるものといえるが， 原告書籍一般薬便覧部分の個々の具体的な

薬剤の選択における創作的表現が被告書籍一般薬便覧部分において利
用されているものと認めることはできない 

「今日の治療薬 解説と便覧２００７」編集著作物事件 

東京地裁240831 

 「薬剤」の配列の創作性は，原告書籍一般薬便覧部分
の個々の具体的な薬剤の配列において創作性が認められ
るとしても，個々の具体的な薬剤の配列における表現は，原
告書籍一般薬便覧部分の創作的表現と類似しているものと
認められない 

「薬剤」の選択は，ありふれたものであって創作性を認めることができな
い 

 「漢方処方名」の配列の創作性等についても，編集著作物に該当す
るものと認められない。「漢方薬薬剤情報」の選択や配列においても創作
性を有する編集著作物に該当するものと認められないとして原告書籍漢
方薬便覧部分の複製又は翻案を否定 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/B009B1I6PA/ref=dp_image_z_0?ie=UTF8&n=2250738051&s=digital-text
http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/452426891X/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books
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 3,000前後の標準的なアメリカ語の単語，熟語及び

慣用句を使用頻度に従って選び出し，これらを見出し
語としてアルファベット順に配列し，各見出し語に続
けてその日本語訳を付し，その大部分のものについ
て見出し語を用いた慣用句及び文例並びにこれらの

日本語訳を付した「アメリカ語要語集」と題する英和
辞典は，語句及び文例の選択及び配列に創意を凝
らして創作されたものとして，編集著作物に当たる 

アメリカ語要語集事件 東京高裁601114  

 著作権法12条1項の規定は「素材が単なる事実
，データ等であっても，その収集，分類，選択，
配列が編集者の一定の方針あるいは目的の
もとに行われ，そこに独創性を見いだすことが
できれば，全体を著作物として扱う旨を明らか
にしている」ところ，現代において使用されている漢
字をその読み仮名を付して収録した辞典（用字苑）は
，編集著作物に当たる 

「用字苑」事件 名古屋地裁620318 
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 客観的な事実を素材とする新聞記事であっても，収集した素
材の中からの記事に盛り込む事項の選択と，その配列，組み立
て，その文章表現の技法は多様な選択，構成，表現が可能で
あり，新聞記事の著作者は，収集した素材の中から，一定の観
点と判断基準に基づいて，記事に盛り込む事項を選択し，構成
，表現するのであり，著作物といいうる程の内容を含む記事で
あれば直接の文章表現上は客観的報道であっても，選択され
た素材の内容，量，構成等により，少なくともその記事の主題に
ついての，著作者の賞賛，好意，批判，断罪，情報価値等に対
する評価等の思想，感情が表現されている  

コムライン事件 東京地裁060218 

個々の新聞記事に著作物性を認めた 

データベース著作物 

（データベースの著作物）  

12条の2 データベースでその情報の選択又は体系的な構成によつて創作
性を有するものは，著作物として保護する。  

2条１項10号の3  データベース 論文，数値，図形その他の情報の集合物

であつて，それらの情報を電子計算機を用いて検索することができるよう
に体系的に構成したものをいう。 

文献データベース 

 文献タイトル，書誌的事項，要旨・抄録，主題，キーワード，分類 

ファクトデータベース 

 文字，数値，画像，図面 

 

データベースを考える場合ビッグデータは欠かせない 

著作権法との関係はまだ流動的 
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タウンページデータベースの職業分類体系は、検索の
利便性の観点から、個々の職業を分類し、これらを階
層的に積み重ねることによって、全職業を網羅するよ
うに構成されたものであり、原告独自の工夫が施され
たものであって、これに類するものが存するとは認め
られないから、そのような職業分類体系によって電話
番号情報を職業別に分類したタウンページデータベー
スは、全体として、体系的な構成によって創作性を有
するデータベースの著作物であるということができる。 

タウンページの職業分類は、検索の利便性の観点から、個々の職業を
分類し、これらを階層的に積み重ねることによって、全職業を網羅する
ように編集されたものであり、原告独自の工夫が施されたものであって、
これに類するものが存するとは認められないから、そのような職業分類
体系によって電話番号情報を職業別に分類したタウンページは、素材
の配列によって創作性を有する編集著作物であるということができる。 

ＮＴＴタウンページ事件 東京地裁120317 

利用者の検索の利便性の観点から、 

①事業所等の電話番号情報のうち、利用者からの問合せや注文に応じる部
署以外のものを掲載しない 

②正式名称とは別に著名な通称がある場合には通称での掲載も認める 

③契約者名ではなく、屋号で掲載する 

④業種を示す冠称名が付されている掲載名（「電気の・・・」、「すしの・・・」な
ど）、広告的要素の強い掲載名（「安くてうまい・・・」、「早くて安全・・・」など）、
五〇音順の掲載順序を意識した掲載名（「アアア・・・」など）を掲載しない 

⑤氏名と屋号又は屋号と屋号を併記した掲載名は、併記した名でないと検
索できないため、このような名では掲載しないようにし、氏名と屋号、屋号と
屋号を別々に掲載する 

⑥同一社名や店名が連続して羅列されることを避けるために、例えば、百貨
店であれば、初めに百貨店名を表示し、その後に売り場ごとにまとめて電
話番号を掲載する 

⑦資格を要する職業については無資格者の掲載を排除する 

これらのものは、電話番号情報に関する職業別のデータベースとして利用者
に提供する以上、当然にすべき配慮であると考えられるから、特に創作的な
ものとは認められない。したがって、右のような配慮をもって、情報の選択又
は体系的な構成について創作性が存するとは認められない。 

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=1FFmbtlY9aOfxM&tbnid=-VA4bPszw6j4pM:&ved=0CAUQjRw&url=http://tukuba-houryuu.no-blog.jp/ayabe/2011/11/post_9e18.html&ei=0iJrUtyIEYq9iAfG8IGABg&bvm=bv.55123115,d.aGc&psig=AFQjCNGdaHyHRQVKajPHpdlC0KEYD_g2ag&ust=1382839283287736
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データベース著作物 

作成手順 
１ 情報の収集・選定 
  特許明細書，学術文献，企業財務データ，学術データ 

 新聞記事，判例 

 

２ 体系の設定 
  フォーマット作成；情報の項目，構造，形式，分類体系 

 

３ 情報の分析・加工 
  情報の補正，信頼性の確認，単位の統一 

 コーディング，キーワード付与 

  

４ 情報の蓄積・管理 
利用性のよいデータ蓄積 

ビッグデータを構成する各種データ（例） 図表2-1-4-1 

総務省トップ > 政策 > 白書 > 24年版 > ビッグデータとは何か 
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ビッグデータ活用のイメージ 図表2-1-4-2  

「インターナビ」の交通情報 図表2-1-4-4  

情報通信審議会ICT基本戦略ボード「ビッグデータの活用に関するアドホックグループ」資料により作成 
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国内における取組事例 

（出典）情報通信審議会ICT基本戦略ボード資料 

海外における取組事例 

（出典）情報通信審議会ICT基本戦略ボード資料 
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１ 米国新聞抄訳事件 東京高裁061027 ＋ 

２ 会社案内事件 東京高裁070131 ＋ 

３ 商品カタログ事件 大阪地裁070328 ＋ 

４ ウォール・ストリート・ジャーナル事件 東京地裁050830 ＋ 

編集著作物 

ウォールストリートジャーナル（ニューヨーク版）の表紙 
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  編集著作権の成立を米国新聞社の発行する英字

新聞の紙面について認めた上，右新聞の記事等の

核心的事項を抄訳したもの等を配列した文書につき

，対応する特定日付けの右新聞の翻案に当たり，そ

の文書の作成，頒布は右新聞の編集著作権を侵害

するものであるとされた事例 

米国新聞抄訳事件 東京高裁061027 

 記事の抄訳を分類して配列した文書は英字日刊新聞「ＴＨＥ 
ＷＡＬＬ ＳＴＲＥＥＴ ＪＯＵＲＮＡＬ」に依拠して作成されたもので
あり，内容において，記事の核心的事項である新聞が伝達す
べき価値あるものとして選択し，記事に具現化された客観的な
出来事に関する表現と共通している以上，新聞における記事
等の配列と類似していることが認められるから，対応する特定
の日付の新聞の翻案に当たり，文書の作成・領布は新聞の編
集著作権を侵害する  

 編集担当者は，記者等が作成する原稿に基づいた報道記
事，社説及び論評など多数の素材を一定の編集方針に従い
，ニュース性を考慮して取捨選択した上，分析，分類して紙面
に配列しており，このような紙面構成は，前記編集担当者の
精神的活動の成果であり，またその新聞の個性を形成するも
のであるから，特定の日付の紙面全体は，素材の選択及び
配列に創作性のある編集著作物である。 
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ウォールストリートジャーナル事件（東京高裁６年１０月２７日） 

米国の新聞「ウォールストリートジャーナル」の記事を和文抄訳

発行者が著作権者に無断で翻訳・抄録した文書を有料配布し

たことに対し，著作権者が差止請求 

（法30条以下）これらの規定から直ちに，わが国においても，一

般的に公正利用（フェアユース）の法理が認められるとす
るのは相当でなく，著作権に対する公正利用の制限は，著作権
者の利益と公共の必要性という，対立する利害の調整の上に

成立するものであるから，これが適用されるためには，その要
件が明確に規定されていることが必要 

 文章と写真の組合せからなる会社案内について
，編集著作権の侵害を認定 

会社案内パンフ事件 東京高判070131 

  会社案内の特徴は，企業理念，業務内容，実績，企業の概要
等を通じて企業の実態を表現するに当たり，イメージ写真を，記
事内容を展開して行く上のつなぎ目場面や記事内容自体を象徴
するものとしてそれぞれ使用し，さらに，空白部分を多く用いるこ
とにより，情報を開示しながら，全体として，優しさと簡素を基調
とした会社案内としての特徴を顕現しているものと評価すること
ができるものである。 

 殊に，イメージ写真は，全体の構成中に占める位置及び記事
内容の重要性等に照らして，中心的な役割を果たしているものと
いうことができるものであって，このような素材の選択及び配列
に創意と工夫が存するものと認めることができるから，著作権法
12条の編集著作物に当たる。 
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 本件カタログにおける工夫は結局のところ 

素材の配列又は選択の創作性に過ぎない 

というべきであり， 本件カタログはその性質上個々の

写真に示された商品を印象づけることを意図して制作
されたものであって， ストーリー性を持った読み物とま

でいうことはできないから全体として一個の創作性ある
著作物ということはできない」 
  編集著作権においても，保護の対象とするのは，素材

の選択，配列についての具体的な表現形式であるから
，素材において本件カタログと全く異なるＹカタログが本
件カタログ編集著作権を侵害するものであるということ
はできない」 

商品カタログ事件 大阪地裁070328 

ま と め 

ご清聴 ありがとうございました。 

 杉 山  務 

１ 他人の著作物を無断で，違法に利用しても編集著作物
といえるか 

２ 日本の新聞の見出しを集めて分類し，編集したものは，
著作物となるか 

３ 50音順に並べた会員名簿は，編集著作物といえるか 

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=s2oCpSvAYPz78M&tbnid=HpZ5KdOQONGN_M:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.sasaya-sasatto.com/catalog.html&ei=bEprUoKWDOijiAeE1YD4DA&bvm=bv.55123115,d.cGE&psig=AFQjCNEac9sGSYnOfPQJzwuPHr9Mh_UF-A&ust=1382849483085997

